












連鎖計算における加法整合性のとり方

→前暦年基準の実質値を作成し、加減項目を計算する。そして連鎖ベースの伸び率を計算してから、

それを用いて参照年（名目＝実質）の値を延ばす。

●連鎖実質値→加法整合性なし

Ａ品目 連鎖実質値

Ｂ品目 連鎖実質値

ＡＢ合計 ×

●前暦年基準実質値→合計値算出→連鎖伸び率→連鎖実質値

１．前暦年基準の実質値を作成（加法整合性あり）＜注１＞

Ａ品目 前年連鎖デフ ＊ 当年連鎖実質 ＝ 前年固定基準当年実質

＋

Ｂ品目 前年連鎖デフ ＊ 当年連鎖実質 ＝ 前年固定基準当年実質

ＡＢ合計 前年固定基準当年実質計

２.連鎖ベースの伸び率を求める＜注２＞

前年固定基準当年実質計 ／ 前年名目計 ＝ 対前年連鎖伸び率

３．参照年（名目＝実質）の値を連鎖の伸び率で延ばす

→連鎖実質値

参照年値（ｔ＝0） ＊ 対前年連鎖伸び率 ＝ 当年連鎖実質計

＜注１＞

＜注２＞

LV:連鎖実質値 ｎV：名目値 ｄV:連鎖デフレーター

ｐ：価格指数 ｑ：数量指数
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